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駆動回路に加え、この LPF や駆動回路をＬＳＩ上に混載する必要がある。LPF は C や R で実現する
必要があり、十分な減衰量を得るためには、C, R の実現に多くのチップ面積が必要となる。 
図１は、LPFをチップ上に混載できるアナログ FIRフィルタを用いたカスケード型ΔΣデジタル・






















































































































































































With FIR filter 









         図４ 帯域外雑音      図５ ばらつき低減効果 
 








では、従来の D級増幅器に対して帯域外雑音のピークレベルが 15dB 低減された（図８）。また、THD
























































































微鏡(AFM)を用いて、熱処理前後の GaN エピタキシャル表面と Si3N4 保護膜の観察を行った。図１０
－27－ 
は、(0001)GaN 基板に Si3N4 保護膜を形成後、1200℃および 1250℃で窒素雰囲気中で熱処理した GaN
表面観察図である。図より明らかなように、GaNエピタキシャル表面には多数のピットが確認され、
ピットは Si3N4 保護膜を形成した後においても確認された。熱処理後においては 1250℃での高温ア
ニールに際しても Si3N4 保護膜、GaN エピタキシャル表面、共に表面荒れは観察されなかった。こ
のことにより、GaN基板へイオン注入後 1200℃の高温熱処理を行っても GaNは分解しないで安定な
結晶性を保つことが確認された。 












































































               シートキャリア濃度の熱処理温度依存性 
－29－ 
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